
ノロウイルスによる胃腸炎に注意しましょう！
い ちょうえ ん ちゅう い

ノロウイルスは主に冬期シーズンを中 心に流 行しますが、それ以外のシーズンでも医 療機関や社会
おも とう き ちゅうしん りゅうこう い がい い りょう き かん しゃかい

福祉施設等において 集 団胃 腸 炎の発生が見受けられます。 十 分な手洗いやうがいを 心 がけ、感染し
ふく し し せつなど しゅうだん い ちょうえん はっせい み う じゅうぶん て あら こころ かんせん

ないよう予防に気をつけるとともに、 疑 わしい 症 状 が出たら早めに医 療 機関を受診するようにしま
よ ぼう き うたが しょうじょう で はや い りょう き かん じゅしん

しょう。

１．ノロウイルスって何？
なに

おもに冬に発生するウイルス性食 中毒の原因ウイルスです。これまでもノロウイルスによる胃 腸炎は
ふゆ はっせい せいしょくちゅうどく げんいん い ちょうえん

毎年１２月から３月をピークにして全国的に流 行しています。
まいとし がつ がつ ぜんこくてき りゅうこう

２．どうやって感染するの？
かんせん

汚染された 食 品（貝殻など）や飲 料 水からの経口感染（ウイルス性 食 中 毒の原因）と、ヒトからヒ
お せん しょくひん かいがら いんりょうすい けいこうかんせん せいしょくちゅうどく げんいん

トへの糞口感染（感染者の糞便や吐物又はそれらに汚染されたものを介して経口的に感染）があります。
ふんこうかんせん かんせんしゃ ふんべん と ぶ つまた お せん かい けいこうてき かんせん

３．どんな症 状 が出るの？
しょうじょう で

体内にウイルスが入ってから１～２日後に激しい吐き気、嘔吐、腹痛、下痢、発熱等の症 状 が出ます。特
たいない はい か あと はげ は け おう と ふくつう げ り はつねつなど しょうじょう で とく

に嘔吐の頻度が高い傾向にあり、かつて「冬季嘔吐 症」と呼ばれていたほどです。風邪に似た 症 状で始
おう と ひん ど たか けいこう とう き おう と しょう よ か ぜ に しょうじょう はじ

まることもあります。

４．どうやって予防するの？
よ ぼう

充 分な手洗いと調 理器具の洗浄 によりウイルスを洗い流すことが一番です。特に糞便や吐物の処理に
じゅうぶん て あら ちょう り き ぐ せんじょう あら なが いちばん とく ふんべん と ぶ つ しょ り

は、手 袋を 着用する等細心の注 意を払いましょう。また、ノロウイルスは加熱により死滅しますので、
て ぶくろ ちゃくよう などさいしん ちゅう い はら か ねつ し めつ

食 品の 充 分な加熱（８５度、１分以 上 ）、 調 理器具の加熱 消 毒が有効です。細菌性 食 中 毒と違っ
しょくひん じゅうぶん か ねつ ど ぷん い じょう ちょう り き ぐ か ねつしょうどく ゆうこう さいきんせいしょくちゅうどく ちが

て、ウイルスは食 品中で増えることはなく毒素も発生しません。
しょくひんなか ふ どく そ はっせい

５．どうやって治すの？
なお

ノロウイルスに対して抗ウイルス剤といった特異的な治 療 法はありませんが、一般に 症 状 は軽く、
たい こう ざい とく い てき ち りょうほう いっぱん しょうじょう かる

対症 療 法でほとんどの患者は、数日で軽快します。ただし、免疫力 の充 分でない高齢者や乳 児等で
たいしょうりょうほう かんじゃ すうじつ けいかい めんえきりょく じゅうぶん こうれいしゃ にゅう じ など

は重 症 化することがあり、 入院が必要になることもあります。
じゅうしょう か にゅういん ひつよう
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